
はじめに
20世紀末になぜイスラーム復興現象が？

イスラーム復興現象とは，世界各地における政治

的言説のイスラーム化を意味しています。世界各地

でそれまでナショナリズムや社会主義などのイデオ

ロギーを掲げて行われてきた政治的動きが，冷戦後

の状況においてさまざまな宗教の名の下に起こると

いう，いわば宗教的言説の政治化現象のイスラーム

的あらわれ，といってよいかもしれません。

そのさまざまなイスラーム現象の一部に，原理主

義という，もともとは20世紀初頭のアメリカにお

けるキリスト教一部宗派を指す用語を，欧米メディ

アがイスラーム復興現象に当て嵌めた，いわゆるイ

スラーム原理主義のような動きもあれば，現在では

イスラーム過激派という表現が定着した，テロ行為

それ自体が自己目的化しているかのような動きもあ

ります。つまり，それらは全体としてのイスラーム
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復興現象において，立ち現われ方の異なる一部の現

象なのです。したがって，「イスラーム＝テロ」な

どと短絡することは，イスラームそれ自体を理解す

る上でも，また現代世界におけるイスラーム復興現

象を探る上でも，明らかな間違いです。

イスラーム復興現象は，ナショナリズムや社会主

義などの「解放の言説」がその機能を喪失していく

過程に登場してきました。アラブ・ナショナリズム

のパワーの衰退と政治の舞台におけるイスラーム的

言説の政治化が，1967年の第三次中東戦争におけ

るアラブ・ナショナリズムの敗北から始まったこと

は明らかです。

イラン･イスラーム革命もそれに続くサダト・エ

ジプト大統領の暗殺，シリアにおけるムスリム同胞

団決起による内戦状況，クウェートをめぐる湾岸危

機・戦争へのイスラーム世界の特異な反応，アルジ

ェリアのイスラーム救国戦線（FIS）など世界各地

におけるイスラーム諸勢力の台頭とそれへの弾圧後
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の内戦などといった70年代から90年代にかけての

一連の出来事も，この1967年に生じた，軍事力に

おけるイスラエルとの圧倒的非対称状況に，「想像

力」で抗するためにイスラーム的言説が政治化して

いった過程に他なりません。

21世紀最初の大規模軍事行動であるアメリカに

よる攻撃を受けたタリバーン政権下アフガニスタン

の政治状況ばかりでなく，旧ユーゴ，チェチェン，

中央アジア，新疆ウィグル自治区などにおけるイス

ラームの名の下に展開される動きも，こうして世界

中に広がっていた政治的イスラーム現象の一端であ

るといえるでしょう。

以下に，こうして世界中で政治化していくイスラ

ームをめぐるごく基本的な事項を，基礎用語それぞ

れの意味の繋がりを通して簡単に整理しています。

ムスリムとは何者か？
アイデンティティ探しの世界の果てに邂逅するアッラー

イスラームとは「アッラーへ絶対帰依するコト」と

いう意味です。このイスラームに「絶対帰依するヒト」，

すなわちイスラーム教徒のことをムスリムと呼びま

す。イスラームはサラーム（平和）とも意味が繋がって

います。アッ=サラーム・アライクム（あなたに平安

あれ）は，ムスリムの挨拶の基本です。

そもそも「～教」というようにさまざまな信仰シ

ステムを「宗教」の名の下にまとめてしまうという

方法は西欧近代の産物ですから，「イスラーム教」

と呼ぶのはちょっとヘンです。またかつてよく使わ

れていた「回教」という呼び方も，漢語の昔の用法

を直輸入しただけですから，これもおかしいのです。

中国でも最近は原音に近い表記をしています。つま

り，さまざまな用語の意味の繋がりを考慮すれば，

イスラム教でなくイスラームとだけ呼ぶ方がしっく

りきます。

新年に神社を参拝し没後は仏式でお葬式をするよ

うなごく一般的な日本人には，この唯一絶対の神で

あるアッラーがなかなか分かりにくいかもしれませ

ん。実は，アラビア語を話すキリスト教徒も神のこ

とをアッラーと呼びますし，ユダヤ教徒の神もこの

同じ神です。古代ギリシアのポリス社会が崩壊した

後のヘレニズム的環境がこうした一神教をうみだし

たのだともいわれています。

そこで，ムスリムの人たちがどんなところにユダ

ヤ教徒やキリスト教徒との違いを見出しているのか
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についても考慮しておく必要があります。

例えば，キリスト教徒は自分たちのことを最初か

らキリスト教徒と呼んでいたわけではありませんで

した。ローマ帝国下の人々が「キリストにくっつい

ていくヘンな人たち」というやや皮肉な意味を込め

て呼んだ「他称」がキリスト教徒の元々の意味だっ

たそうです。初期のキリスト教はユダヤ教の一分派

であったといった説もあります。これはかなり有力

な説のようで，実際にキリスト教の教義体系の中に

さまざまな独自の生活規範が希薄であることが，そ

れを立証しています。

他方，このアッラーに絶対帰依する人たちは，自

分のことをはじめから自称でムスリムと呼んでいま

す。キリスト教徒とは異なって，独自の生活規範も

その教義体系に組み込まれています。これはそれぞ

れの違いを考えていく上で，結構大切なポイントで

あると私は考えています。

イスラームの復興という，ここ30年あまりの世

界的現象の前提には，ナショナル・アイデンティテ

ィではどうしようもなくなった荒廃した世界という

ものがあります。現代において，差別や紛争の絶え

ないところに生活する人々が，自分は一体何者かと

考えたときに，「唯一絶対のアッラーに従うムスリ

ムである」という自覚をもつことで，辛うじて，そ

してこれまでよりもよりよく生き延びていくことが

できる……。さらにその信仰システムに現実的な生

活規範も組み込まれているのなら，「揺りかごから

墓場まで」面倒を見てくれる近代国家の幻想に浸る

ことなく，人々がそうした信仰システムに依拠して

生きていこうとするのは道理です。

あるアラブ･ムスリムの友人は，たんなるアラブ

人は獣にすぎない，アラブ人のムスリムやクリステ

ィアンなどの信仰をもってようやく人間になれる，

とよく言っていました。

預言者であり使徒であるムハンマドは，「あらゆ

るムスリムはたがいに兄弟姉妹である。ムスリムは

すべて兄弟姉妹の絆で結ばれている」と言い残して

います。この信仰による信徒の平等な絆の形成を明

示するイスラームは，人間社会の歴史においても革

命的なものであるともいえます。その教えに従う

人々が現代では地球上に約12億人も存在するわけ

です。



「六信」
何を信じればムスリムなのか？

ムスリムとはイスラームに帰依する人たちの自称

ですが，そのムスリムはいったい何を信じているの

でしょうか？　

基本的に信じなければならないのは，とてもシン

プルで，六つあります。これを「六信」といい，イ

スラームの信仰の基となります。

まず，何をさておき第一に，宇宙の主にして創造

者である唯一神アッラーです。ムスリムは無神論や

多神論とは一切関わりがなく，完全に純粋な一神論

を信じます。アッラーはあらゆることをなしうる能

力をもちながら，一者であり，その主要な特質を指

し示すための99の最も美しい名をもっているとい

います。なぜ，一者なのに99の名を持つのかとい

うのは興味深い問題で，そういったアッラーの唯一

性をタウヒードといいます。

第二に，天使たちです。アッラーは不可視であら

ゆる肉体的知覚を超えた存在ですから，アッラーと

人間との間には何らかのメディア・媒体が必要で

す。ムハンマドにアッラーのメッセージを媒介した

のは天使ジブラーイール（ガブリエル）です。興味

深いのは，天使よりも人間の方がアッラーにより近

いとされていることです。アッラーは人間の祖であ

るアーダムに，天使たちには教えることのなかった

〈ものの名〉を教えました。そうした扱いに，冗談

じゃない！といって反抗してしまった天使が，イブ

リース（悪魔）になったのだとも言われています。

第三に，天啓の書です。ムハンマドが受けたクル

アーンはもちろん，アブラハムの経典，モーゼの律

法書，ダビデの詩篇，イエスの福音書なども，アッ

ラーがもともと啓示したものだということになって

いて，信仰の対象なのです。

また，この天啓の書は天上界に存在する書を天使

ジブラーイールが預言者ムハンマドに読んで聞かせ

たわけで，オリジナルはあくまで天上界にあること

になっています。つまり，地上のクルアーンのテキ

ストはコピーだということになります。この神学上

の巧みさが，近代キリスト教オリエンタリズムのよ

うな「オリジナルな聖書発掘」への偏執狂に陥るこ

とからイスラームを救っているといえます。

第四に，預言者たちです。ある天使たちはある特

定の人間にアッラーのコトバを伝え，それをその選
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ばれた人間が他の地上界の人々に伝えるわけです

が，クルアーンでは，この選ばれた人間のことを，

預言者，使徒，御使い，告示者，警告者などさまざ

まな名で呼んでいます。また，文盲であったムハン

マドを預言者にして使徒であるとしたのは，アッラ

ーの御業を人々によりはっきり示すためでもあった

といいます。

第五に，来世です。預言者ムハンマドは，やがて

最後の審判の日がやってきて人間はすべてその肉体

の死後に蘇り，アッラーが人間の現世でなした所業

のうち善行には報奨を与え，悪業を罰するのだとい

います。

その際，アッラーは一人ひとりの詳細な評価シー

トを持っていて，善き人は楽園に行けるわけです。

むろん悪には地獄で，それも火に焼かれてしまう。

火に焼かれるというのは地獄のイメージですから，

死体を荼毘にふすなどということはとんでもないわ

けです。

もし，9月11日の世界貿易センタービルなどへの

同時自爆テロの実行犯がムスリムであったなら，そ

の死は，自殺を禁じ劫火に焼かれることを最も忌み

嫌うムスリムにとっては二重三重に忌むべき事を重

ねてしまっていることになります。パレスティナに

おける自爆テロでも同様で，それほどに絶望的な行

為であるのだといえます。

そして最後に，天命です。あらゆる善悪の決定は

最終的にはアッラーによって下されます。しかし，

人間はそれに従うばかりで自由意志はないのかとい

うとそうでもありません。他方で預言者ムハンマド

は，人間は自らの行為に責任があると言っているか

らです。悩ましいところです。

その悩ましさは何によってはっきりさせなければ

ならないのかといえば，やはりこの「六信」に基づ

く「行」，つまり日々の信仰の実践行為なのです。

「五行」
何を実践すればムスリムなのか？

ムスリムの人々が信仰している六つの信はとても

シンプルなものでした。六つめの天命にしても，何

でもかんでもアッラー任せになるというより，人間

の自由意志を尊重しながら，実は人間の限界につい

て率直に自覚して謙虚に生きよ，というメッセージ

もあるように思えます。

「信じるものは救われる」という具合に受身だけ



では済まないところが，ムスリムであることの特徴

です。ムスリムの義務とされる五つの行為があるか

らです。それは，信仰告白，礼拝，断食，巡礼，喜

捨の五つです。六信とこの五行という信仰と行為と

が一体となってムスリムなのです。

信仰告白は「アッラーのほかに神はなく，ムハン

マドは神の使徒である」というコトバを証言するこ

とで，シャハーダといいます。この信仰告白によっ

て，唯一神への信仰とムハンマドが神の使徒である

ことが確信されて，ムスリムになるのです。

戦闘をともなうジハードで戦死する際に行う信仰

告白の意味も広義には含んでいて，そうした戦闘で

たおれたムスリムはシャヒード（殉教者）と呼ばれ

ます。ジハードとはもともと奮闘努力することを意

味しています。自己の信仰とムスリム共同体（ウン

マ）のために研究に精励することなども，実はジハ

ードです。

礼拝（サラート）にはいろいろな所作があります

が，ムスリムにとってはアッラーと直接向き合う純

粋に個人的な時間です。一般的には，預言者であり

使徒であるムハンマドが行っていた礼拝に倣って行

われていますが（スンニーの本来の意味），多少そ

れとは作法の異なるグループもいます。金曜日には

集団礼拝が行われますが，礼拝そのものはあくまで

個人的な行為です。

断食（サウム）も一見すると個人的な行為なので

すが，実は，兄弟であるムスリムがこの地上でさま

ざまな苛酷な状況に置かれていることに想いをはせ

るという共同体的行為でもあります。そのためこれ

を行うラマダーン月は，自己の信仰に揺るぎなきよ

うに努めて（ジハードの本来の意味）平和的に過ご

すことが奨励されます。また，断食には意志（ニー

ヤ）が必要で，多忙で日中の飲食がとれないような

場合は断食したことにはなりません。

巡礼（ハッジ）は，一生のうち一回は定められた

時期に決められた方法でメッカに旅して儀礼を果た

すという共同体的行為で，あのマルコムXもこの

ハッジ体験で黒人至上主義を克服することになりま

した。任意の時期に巡礼することは小巡礼（ウムラ）

と呼ばれ，区別されています。

喜捨は共同体の中における富の再配分を考慮した

行為です。ですから，喜捨を受ける貧しい人々もそ

れを為した富者に感謝するというより，あくまでア

ッラーに感謝するのがふつうです。富者は富者で，
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まるで天国行きのための貯蓄や贖罪行為をしている

かのようなつもりで喜捨をしているのだとも言われ

ることがあります。

ムスリムの五行は，純粋に個人的な行為とムスリ

ム共同体（ウンマ）との関わりでの行為とが一体と

なっている行であるといえます。すると，イスラー

ムを信仰するということは単に個人の信仰の問題に

留まらなくなるのが道理です。だからこそイスラー

ムのコトバで政治社会の変革が語られるということ

も可能になるわけです。信仰の教義体系と信徒の生

活実践規範とが一体なものとして機能しているイス

ラームに，近代西欧キリスト教世界に生じたいわゆ

る政教分離は，原理的にも適用しえないわけです。

文明は衝突しない
21世紀の世界秩序認識とイスラーム復興現象の行方

「西欧キリスト教文明とイスラーム文明との衝

突」－この「文明の衝突」論は，サミュエル・ハン

ティントンというアメリカの政治学者が，ソ連崩壊

後の世界イメージを描いたものですが，それは湾岸

戦争直後の世界のムードを表現したものでした。当

時は，アメリカはイランや中央アジアなどのイスラ

ーム世界の国々と中国や北朝鮮の核兵器技術とが結

びつくことを非常に警戒していました。ハンティン

トンが夢想したような，イスラーム文明と儒教文明

とが結託して西洋キリスト教文明と全面対決すると

いう構図（かつての「大東亜共栄圏構想」にも似た

ような発想がありましたが）は，ソ連亡き後の「新

たな敵」を探していたアメリカにとっては格好の世

界図式であったのです。

もっとも，イスラーム復興現象や世界各地の「原

理主義」（ユダヤ教，キリスト教，ヒンズー教，仏

教など）の表出により，そうした宗教を基盤にした

諸文明の対立という言説が流通しやすい国際環境が

あったことは確かです。

しかし，そうした宗教的対立抗争の多くは，宗教

それ自体から発したものというより，東西冷戦期に

は抑圧されていたナショナリズムやエスノナショナ

リズムの動きによって，既存の政治秩序を組替えよ

うとするものでした。こうした動きを，ナショナリ

ズムの基本原理からすれば語義矛盾ともいえる，宗

教的ナショナリズムと呼ぶ場合もあります。

20世紀の後半から中東では10年に一度大きな戦

争があるということになっています。湾岸戦争から



10年経って今度はアフガンというわけです。ここ

がアメリカのターゲットになることは，カスピ海油

田の利権問題などもあって，ある程度予測されてい

たという人々もいます。

ただ今回は，ブッシュ大統領の「十字軍」発言が

大慌てで修正されるといったことに見られるよう

に，「文明の衝突」を前面には出さないことになっ

ています。あくまで，テロとの「新たな戦争」だと

いうわけです。逆に，イスラーム原理主義過激派の

人々の方が，かえってこの「文明の衝突」を強調す

るといった現象が起こっています。

テレビニュースの映像などを見ていると，何かが

衝突しているといった方が分かりやすいので，そう

いった対決イメージに陥りやすいのですが，実はイ

スラーム原理主義過激派と呼ばれているような人々

自身，グローバリゼーションの席捲する最中のこの

10年間に欧米メディアが垂れ流していた「文明の

衝突」論から大いに影響を受けてしまった人々なの

だともいえます。ウサーマ・ビン・ラーディーンが

そうであるように，イスラーム原理主義過激派もま

たそのテロ行為自体も，イスラームの文脈から出て

きたというより，実はアメリカ自身の作り出したも

の，つまりblow backした現象（本来秘密情報部員

が外国で流したデマの本国への逆流を意味し，転じ

てアメリカの国民に秘密にされている政策が意図せ

ぬ結果をもたらすこと）であるといえるからです。

イスラームという普遍的な教えの中からはけっし

て「文明の衝突」論は出てきません。イスラームの

教えの根本原理は，先述のようにアッラーは唯一で

あるというタウヒードと呼ばれるものですが，そこ

からは善と悪とが同じレベルで対立したりするわけ

がないのです。つまり，タウヒードとは，アッラー

の唯一性と現世において一つとして同じもののない

さまざまな存在の多様性とを，一の中の多と多の中

の一という同時的認識の下にとらえることであり，

そういったイスラーム的発想からすれば，現在いく

つかに分かれているかのように見える世界諸文明

も，それぞれの多様性を保ちながらいずれは一のも

のになっていくと考えられるのです。私は，このタ

ウヒードの世界観に依拠しつつ，「文明とは，コミ

ュニケーション密度の高度化された政治社会の状態

である」という定義を与えていますが，コミュニケ

ーション密度が高度化しているならば，衝突は起こ

りえないでしょう。
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対決や紛争の原因を文明の名の下に隠蔽すべきで

はありません。他者に単純な二者択一を迫ったり，

証拠も示さないで逮捕拘束したり，他国に一方的通

告で大量破壊攻撃をするなどといった状態は，そも

そもその政治社会が文明とは呼べない状況に陥って

いると考えざるをえないでしょう。

信仰に強制があってはならないというのはイスラ

ームの基本原理です。イスラームに帰依しているム

スリムのごくあたりまえの発想からすれば，いずれ

この世のすべての人々がイスラームに帰依すること

になる。それこそはアッラーの御業である，という

ことになります。

「文明は衝突しない」というたしかな理性的判断

をもって，私たちの日常性を脅かすテロの術中に嵌

らないと同時に，政治権力の恐慌状態から来る全体

主義化状況に陥らないよう，自覚的なシヴィル・ソ

サエティ（この考え方は近代西欧の独占物ではあり

ません）の構築に奮闘努力することは，イスラーム

世界にも欧米世界にもともに求められています。
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